
前回定例会以降の行政の動き 

平成 26 年 11 月５日  

新潟県防災局原子力安全対策課  

 

１ 安全協定に基づく状況確認 

10 月 10 日、柏崎市、刈羽村とともに、月例の状況確認を実施しました。 

 〔主な確認内容〕 

・電源車、熱交換器車、貯水池、防潮堤等の安全対策設備   現場確認 

・７号機フィルタベント設備、弁の遠隔操作設備    現場確認 

 

２ 安全管理に関する技術委員会 

10 月７日、平成 26 年度第３回技術委員会を開催しました。 

フィルタベントを行う事故想定について議論しました。 

また、高線量下の作業について、これまでの課題別ディスカッションの議論を踏まえ

た提言（案）が委員から示されました。 

 

３ その他 

 

10月30日：発電所敷地近傍における原子力規制委員会の現地調査の状況を確認 

 

10月31日：報道発表［原子力防災訓練を実施します。］         別紙参照 

 

 

 

 

 

新 潟 県 
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会  議  次  第 

日 時：平成 26 年 10 月７日(火) 13:30～15:30 

場 所：県庁 大会議室 

１ 開会挨拶 

 

 ２ 議題 

(１) フィルタベント設備の検証について 

(２) 高線量下の作業に関する提言について 

(３)その他 

３ 閉会挨拶 
 
 

〔  配 付 資 料 一 覧  〕 

資料No.１ 選定したベントシナリオ解析条件の妥当性について（東京電力） 

資料No.１－１ 技術委員会におけるＦＶ議論のための東京電力への質問 

資料No.２ 高線量下の作業に関する提言について（案） 

新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会 

（平成 26 年度第３回） 
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新潟県報道資料

平成２６年１０月３１日

防災局原子力安全対策課

原子力防災訓練を実施します。

新潟県地域防災計画（原子力災害対策編）に基づき、関係機関から住民への
円滑な情報伝達や、各機関の災害対策本部等による情報収集、状況判断及び意
思決定体制の確認等に主眼を置いた原子力防災訓練を実施します。

１ 実施日時
平成２６年１１月１１日（火）午前８時３０分から午後４時３０分

２ 会 場
県庁、柏崎市役所、刈羽村役場、受入市の避難施設、柏崎刈羽原子力防災

センター 等

３ 参加機関
新潟県、柏崎市・刈羽村ほか県内市町村、内閣府、原子力規制庁、国土交

通省北陸地方整備局、自衛隊、第九管区海上保安本部、新潟地方気象台、新
潟県警察本部、消防機関、東京電力(株) 他

４ 主な訓練項目
(1) 緊急時通信連絡訓練

(2) 災害対策本部等設置・運営訓練

(3) 柏崎刈羽原子力防災センター設置運営訓練

(4) 緊急時モニタリング訓練

(5) 住民等に対する広報訓練

(6) 住民避難・屋内退避（誘導）訓練

(7) 要支援者の防護対策訓練

(8) 緊急被ばく医療訓練

(9) 警戒警備・交通規制訓練

(10) 海上警戒警備・交通規制訓練

(11) 自衛隊緊急派遣訓練

(12) 関係周辺市町における各種訓練

（注）シナリオ開示を制限したブラインド訓練とし、参加者が収集した情報又
は状況付与に基づき、資料作成、会議運営、対策実施の意思決定等を行う。

５ その他
訓練当日の取材要領は、後日配付します。

本件についてのお問い合わせ先

原子力安全対策課長 須貝

（直通）025-282-1690 (内線)6450
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ｴﾘｱﾒｰﾙ

柏刈原発

①事故情報の通報

②事故対応

③被ばく患者発生→搬送

道 の 駅

(旧和島村)

神林総合体育館

( 村 上 市 )

な ご み 荘

( 柏 崎 市 )
放射線

防 護

対策済

①柏崎市民の訓練避難先

①刈羽村民の訓練避難先

②避難経由所の開設・運営 県 庁

( 新 潟 市 )

市村役場

( Ｐ Ａ Ｚ )

市町役場

( Ｕ Ｐ Ｚ )

規制庁緊急

時対応ｾﾝﾀｰ

( 規 制 庁 )

①本部設置

②情報の収集・伝達

③住民防護措置検討・指示

④住民避難・屋内退避実施

①国現地本部設置・運営

②県・市町村現地本部設置

③合同対策協議会 運営
※本訓練では、仮想官邸、仮想規制庁

緊急時対応センターを設置

①施設敷地緊急事態での避難要請等

②全面緊急事態での避難・屋内退避指示。

※本訓練では想定とする。

①県本部の設置・運営

②内閣府が現地本部を設置・運営

③情報の収集・伝達

④各種対策を検討・実施

①本部設置

②情報の収集・伝達

③住民への屋内退避指示

（出雲崎町・十日町市）

Ｐ Ａ Ｚ 避 難

(柏崎市・刈羽村)

海 保

ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ

( 柏 崎 市 )
ＯＦＣ

がんセンター

( 新 潟 市 )

無 線
ｴﾘｱﾒｰﾙ

等

ラジオ放送

Ｈ

屋内退避

総合医療ｾﾝﾀｰ

県庁ﾍﾘﾎﾟｰﾄ

官 邸

ＴＶ会議 ＦＡＸ

電話

本部は２つ（地震・原子力）

設置される

※本訓練では想定とする。

原子力防災訓練 全体図

※ 本図の他、県警による交通誘導・規制、環境

調査本部による緊急時モニタリング等を実施
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平成 26 年 11 月 5 日 

新潟県防災局原子力安全対策課 

 

「地域の会」委員質問への回答 

 

１ 質 問 

（安田層の堆積年代に関する質問） 

東電が調査し見解を発表した露頭も、荒浜砂丘研究グループが調査し見解を発

表した露頭も、柏崎市や刈羽村に位置し、新潟県に存在している。 

事実関係の調査を、新潟県・柏崎市・刈羽村で実施すべきであると考えるが、

実施するか。 

 

 

２ 回 答 

断層調査については、原子力規制委員会が責任を持って対応すべきことであり、

まずはその調査を見守りたいと考えております。 

原子力規制委員会の対応に疑問が残る場合には、県の安全管理に関する技術委員

会で議論していただくなど、改めて県として対応してまいります。 
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